
固液分離技術の目指す先

固液分離 は､古 い技術 と

見 なされる反面､近 年重要

とな って いる環境 保 全や

資源 の循 環利 用 にお いて

は､欠 くことのできない技

術で あ り､ま た､膜 ろ過な

どは比較的新 しい技術 として位置づけ られている､

しか しなが ら､総 体的 には､固 液分離 は､長 い伝統

を持つ技術 であ り､こ れ まで の長 い年 月の問に着

実な技術改 良がなされ､高 い分離速度や高 い清澄

性､脱 水度 を得るための装置や操作法が検討 され､

技術その ものについて は次第 に飽和 に近づきつつ

あるようにも思われ る｡私 自身､こ の分野の研究者

として身を置 いて以来､そ れな りの年 月を重ねて

いるが､大 きな ブ レー クスルー を見 出す のが昨今

では困難 にな りつつある と感 じて いる｡と はいっ

て も､や は り高性能化は最大の課題 と見なされ､し

のぎを削って研究･技 術 開発が進められている｡

しか しなが ら､固液分離技術 につ いて も､他 の技

術 と同様に技術の高度化 自体が 目的 とはな り得ず､

その技術 によって我 々の生活 にもた らされる快適

さが評価 の指標 となるはず である｡た とえ ば液清

澄化 を例 に とって も､液 の清澄度 をで きる限 り高

める ことは一つ の 目標 とな ろ うが､技 術 の粋 を尽

くして どこまでも無制限に高める必要はな く､使

用 目的 に適 った レベルの清澄 性を狙 うべきで ある

ことはい うまで もない｡そ れを忘れて しまうと､た

とえば廃水 を処理 して中水 として循環利用 しよ う

とい う場合 に も､高 度な分離操作 を複合 させ て飲

料水 の基準 をも満足する高純度の水 を造 る技術 を

確立 し､そ の利用 を推奨する ことになる｡使 用目的

に応 じた純度の水を造 ることが大切であるが､技 術

者 は､得 て して､よ り高度な技術の追求 に走 る場合

が多 く､得 られた結果 に自己満足す ることが多い｡

現在､"ス ロー ライ フ"が 見直 されているのを例

に挙 げるまで もな く､技 術の進歩 とそれに伴 い人

間が享受す る様々な意味での豊かさとのバ ランス

をいかに うま く保つかが､い つの時代 にも問われ

てきた｡技 術の進歩 自体 が我々の豊かな生活 を必

ず しも保証す るわ けで はな いことは 自明であ り､

技術 をいか にうま くコン トロールす るかが大きな

鍵 とな り､技 術者一人一人 にもそれを判 断す る能

力が問われることになろ う｡


